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はじめに 

 本県沿岸部は、岬と入り江が連続する北部のリアス式海岸と白砂青松が続く南部の砂浜海岸に

二分され、それぞれ豊かな自然に恵まれていましたが、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大

震災により、命や生活・なりわいに甚大な被害を受けたのみならず、多くの海岸林や砂浜、湿地

等についても消失・攪乱を受けたことで、沿岸部の動植物の生育・生息環境に大きなダメージを

受けました。 

 河川堤防や海岸の防潮堤などの復旧にあたっては、国の中央防災会議が平成 23 年 9 月 28 日に

公表した報告書において、「引き続き、比較的発生頻度の高い一定程度の津波に対して海岸保全施

設等の整備を進めていくことに加え、設計対象の津波高を超えた場合でも施設の効果が粘り強く

発揮できるような構造物の必要性」が示されました。 

 復旧する河川・海岸堤防は、数十年から百数十年に一度の頻度で発生する津波（いわゆるレベ

ル 1 津波）から人命や財産を守れるよう堤防高を設定した上で、さらに粘り強い構造とするため

堤防をコンクリートで覆い強化することから、景観や自然環境への影響について十分な配慮が必

要となりました。 

 こうした状況を踏まえ、県では平成 25 年 8 月に環境の各分野（植物・昆虫類・魚類・底生動

物・鳥類等）の専門家の方々を「宮城県環境アドバイザー」として委嘱し、復旧・復興工事の環

境配慮事項について、各河川・海岸の現場特性に応じて助言・指導をいただくこととしました。

また、沿岸部には土木部が管理する建設海岸や港湾の他、漁港、保安林施設等もあることから、

庁内関係部局を交えた環境アドバイザー会議を定期的に開催し、環境保全対策について共有を図

ってまいりました。 

 震災から 10 年が経過し、これまで環境配慮事項に沿って進めてきた河川・海岸施設等の復

旧・復興工事も概ね完成するとともに、施工後のモニタリング結果も蓄積されてきました。これ

を機に、これまでに実施してきた環境保全対策における成果と課題等について、今般、記録誌と

してとりまとめることとしました。 

 壊滅的な被害を受けた沿岸部の施設復旧はもとより、高台移転や多重防御による復興まちづく

りが完成を迎え、県民の皆様に復旧・復興を実感していただけるようになったと感じておりま

す。これも国や各自治体、関係機関・団体など全国からいただいたご支援の賜と深く感謝申し上

げます。本県では、震災を風化させることなく、今後の災害に備えて震災経験を後世に伝えてい

く「３．１１伝承・減災プロジェクト」を進めており、その一環として本記録誌がこれからの防

災、減災インフラ整備の参考となれば幸いです。 

 

令和 3 年 3 月 

宮城県土木部長 

  佐 藤  達 也 
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作成にあたって 

 本県沿岸部では、東日本大震災時の地震や津波、地盤沈下により公共施設だけでなく、自然環

境も壊滅的な被害を受けました。また、河川や海岸堤防の復旧にあたっても、堤防高がレベル 1

津波対応としたことや粘り強い構造を採用したことから、景観のみならず自然環境への影響も懸

念されました。そのため、県では、環境各分野の専門家からなる「宮城県環境アドバイザー」制

度を立上げ、各環境アドバイザーから復旧・復興工事の環境配慮事項について助言・指導をいた

だき工事を実施してきました。 

 震災から 10 年が経過し、河川・海岸の復旧・復興工事が完了するのを契機に、これまで各工

事箇所で環境アドバイザーからの意見を踏まえ実施してきた環境保全対策について、その成果と

課題等について環境配慮記録誌としてとりまとめることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録誌活用のイメージ 
 大災害からの復旧工事等における環境配慮の記録・蓄積 
 今後発生しうる大規模災害時に活用可能なガイダンス 
 今後の新たな河川・海岸改修工事の際の環境配慮指針として 
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